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１．背景と意図 

  日本舞踊など伝統的な「技」の巧拙を判断する根拠

の一つとなるのが、「腰」である。発表者等は、自己研

鑽過程の若い日本舞踊家を対象にモーションキャプチ

ャ装置（以下、ＭＣと略称する）で計測したデータを

もとに身体重心の置き方や安定性について動作解析し、

可視化情報システムの構築を試み[1]、ＩＣＴの力を応

用した教育支援を行うところに最終的な目的を置く。 

 発表者等は、2005～2009 年度文部科学省オープン・

リサーチ・センター整備事業の選定を受けた研究プロ

ジェクト「日本舞踊の教育システムの文理融合型基盤

研究並びにアジアの伝統舞踊との比較研究」（略称：Ｎ

ＡＮＡ）において３次元時系列で人間の動きを計測で

きるＭＣを用いて合理的な日本舞踊の教育システムを

構築するために調査・実験と研究を重ねてきた。 

それら一連におけるＭＣを用いた舞踊研究[2]では、

「基本的な型や身体の使い方」の客観的な見え方が最

も高く評価され、「感情の表現・役の表現」についても

若干ながら有用性が指摘された。また、日本舞踊で習

得することが困難な点とされる「振りを覚える」こと

へのＭＣデータの適用は家での復習時に利用されるこ

とが想定された。以上の研究結果によって、伝統芸能

がもつ暗黙の理解への支援にＭＣが資する可能性が示

された。 

そこで、日本大学芸術学部演劇学科では 2009 年度後

期の専門科目「演劇特殊研究」でＭＣを利用した日本

舞踊の人材育成の試みを実施し、①「腰を入れる」の

達成度の自己評価、②各自が持つ問題点の自発的発見

と実施後の改善、の２点を授業の課題とした[3]。2009

年度授業時のアンケート調査では、観察結果として「腰

の入れ方」「上半身、下半身の安定性」「重心」など身

体の基礎に関するフィードバック・ループの形成がみ

られた[4]。 

しかしながら、日本舞踊は短期間では目に見える上

達は期待できない。そのため、2011 年度より文部科学

省科学研究費基盤研究（Ｂ）「日本舞踊を中心とした身

体重心の可視化及び教育支援システムの開発と検証」

（課題番号 23300225）では、舞踊教育において学習者

がどのような成長過程を辿っているか、10～20 代の自

己研鑽過程の舞踊家志望者を対象にＭＣで定期的に計

測し、身体の基礎（腰の入れ方）等の経時変化を観察

することを特色とし、前記①②の課題について、新た

な研究に引き続き取り組むことにした。 

 

２．目的 

本発表では、ＭＣ計測の注意点・問題点、データの

観察、感想と上達度の指標として用意した６項目に対

する被験者の自己評価をＭＣ計測終了後にアンケート

調査で行い、その回答をもとに被験者の省察を観察し、

ＭＣを利用したフィードバックの学習がどのように技

能の上達に役立つかについて検討した中間報告をする。 

 

３． 方法 

① 被験者 a：本学卒業生 20 代女性、舞踊歴 25 年、 

ＭＣ経験 6～7回、計測時期 2006～2009 年 

被験者 b：本学卒業生 20 代女性、舞踊歴 20 年、 

ＭＣ経験 5回、計測時期 2009～2010 年 

被験者 c：本学卒業生 20 代女性、舞踊歴 20 年、 

ＭＣ経験 5回、計測時期 2009～2010 年 

被験者 d：本学在校生 20 代女性、舞踊歴 14 年、 

ＭＣ経験初めて 

被験者 e：本学在校生 10 代女性、舞踊歴 14 年、 

ＭＣ経験初めて 

被験者 f：本学在校生 10 代女性、舞踊歴８年、 

ＭＣ経験初めて 

＊ 所属流派は日本舞踊の歴史的由緒ある４流派

に絞り、かつ１流派における複数人数のデータ

比較が可能になるようにした。よって、その内

訳は藤間流 1名、西川流 1名、花柳流 3名、若

柳流 1名である。 

（以上、2011 年 8 月アンケート調査時回答に拠る） 

② 対象演目：「娘道成寺」クドキ（恋情を吐露する部

分）後半部分。＊各自が所属流派の振りを習得済み。 

③ 計測時期：2011 年 8 月・2012 年 2 月の２回。 

④ 質問項目：<気を付けて踊った点><踊りながら、よ

くできたと思われた点、問題があると思われた点><

kajitani
公益社団法人　私立大学情報教育協会
平成24年度　教育改革ICT戦略大会



ＭＣの映像を見たとき、よくできたと思われた点、

問題があると思われた点><ＭＣ撮影の感想> 

⑤ 上達度の指標：<腰><胸><間(ま)><目線><表現><背

中>について 10 点満点での自己評価。 

各被験者は対象演目を５回計測したあと、ＭＣ映像

（スティックピクチャ）を見ながら、所定のアンケー

ト用紙に回答した。同時に日本舞踊の研究者（舞踊歴

53 年）が別のアンケート用紙に回答した。研究者の回

答は被験者には非公開である。 

    

(Ⅰ) 2011 年 8 月          (Ⅱ)2012 年 2 月 

図：被験者 bの身体重心の３次元表示 

４． 結果 

本発表では 2009 年度授業時にＭＣ計測（対象演目は

「歌舞伎踊」「羽根の禿」）とアンケート調査（チェッ

ク項目は<腰><間><目線><表現>）を４回実施した被験

者 b・c の２名を中心に取り上げる。特に b は 2009 年

度授業において「教員から指摘された点に意識的に焦

点を当てて行為を修正するというループが第１回から

第４回まで毎回連鎖している」[4]現象がみられ、今回

ＭＣ計測に約１年半のブランクがありながらも、その

意識は持続され、今回の回答でも言及がある。少なか

らず cにもその傾向がみられた。 

<被験者 bのアンケート回答より（抜粋）> 

◎ 前回腰が横（左右）に動いていたので今回は下腹に力を入

れるようにしてみました。 

○ 振りと振りの間の停止がしっかりしてなかったなと思いま

した。間を間違えませんでした。（以上、2009 年授業時計測

２回目・「羽根の禿」） 

◎ ヒザで踊らないように気を配りました。（2009 年授業時計測

３回目・「歌舞伎踊」） 

◎ 重心が前にかからないように注意しました。（2010 年授業時

計測４回目・「羽根の禿」） 

◎ ヒザではなく腰で踊ること、ヒザを折らないこと、重心の

置き場所はいまだ課題です。（2010 年授業時最終自己評価）

◎○以前と比べて腰の横ブレは少なくなったな、と思いました

が、どうしても体の使い方を考えながら踊ってしまうので、

間に入らなくなってしまう所が多々ありました。（2011 年夏

計測時・「娘道成寺」） 

◎ 腰がぶれないように。まだ肩を使おう、腰をおとしてと考え

ながら踊ってしまうので、自然と無意識にそれができるよう

になりたいです。 

○ 曲が入っていたので踊りやすかったです。（以上、2012 年冬

計測時・「娘道成寺」） 

＊ ◎印＝腰や重心、○印＝曲や振りに関する言及 

５． 考察 

今回対象とした演目は難易度の高い「娘道成寺」で、

被験者 b・cは２回（８月・２月）とも「腰のぶれ」も

しくは「腰の安定・上下運動」への追及がみられる。

そのいっぽうで、新たに「間に入らない」「曲が入って

いた」「ゆっくり踊れた」「間や振りなど確実にできた」

という曲と振りや間の使い方への言及があり、新たな

フィードバックの課題を設けていることがわかった。 

その反面、ＭＣ初体験の被験者は第２回目のアンケ

ート回答でようやくＭＣについての理解を示し始めた。

今回は被験者と研究者間での話し合いの計画はなく、

被験者に対する研究者からの教導を行わなかった。つ

まり、ＭＣに対する相互に理解しあうべきコミュニケ

ーションが必要であると考えられる。 

 

６．期待される効果と今後の課題 

ＩＣＴの力を応用することで自己研鑽のためのフィ

ードバック・ループが効果的に形成されていくことは

大いに期待できるが、日本舞踊のような伝統芸能分野

では道標となる存在を欠くことはできないと考える。 

発表者等は、同じ被験者６名に対するＭＣ計測とア

ンケート調査を、今年度の夏・冬期、来年度の夏期の

今後に３回を予定している。同一演者における身体重

心の置き方や安定性などについて経時変化を観察し、

高度な身体技法をもつ日本舞踊の習得過程をＩＣＴで

支援する可能性を更に探る。 
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